
内部評価の結果  

【事 業 名】 

宇佐町・片野新町地区浸水対策事業 

【評価結果】 

計画どおり実施 

 

本市ではこれまで、浸水被害の最小化を目指して、雨水管や排水ポンプなどの整

備に取組んできた。しかしながら、近年、気候変動の影響により、局地的な豪雨や

想定を上回る降雨の発生頻度が増加傾向にあり、整備基準を超える降雨によって浸

水被害が発生している。 

このような状況を受け、上下水道局では、令和３年３月に「雨水対策基本方針」

を策定した。この基本方針では、激甚化・頻発化する豪雨から市民の生活を守るた

め、「浸水リスク」や「都市機能集積度」を定量的に評価したうえで、新たに「重点

整備地区」（１６地区）を設定し、本市における過去最大規模の降雨（70mm/h）に対

して、床下浸水が概ね解消できるように、より一層効果的に雨水整備を進めること

としている。 

 

重点整備地区の一つである宇佐町・片野新町地区では、平成２１年、２２年、２

５年、２９年、３０年の豪雨により浸水被害が発生した。当地区においても雨水管

などの整備を実施してきたが、平成３０年７月の豪雨では、市内で過去最大規模の

降雨（70mm/h）を記録し、床上浸水１１０戸、床下浸水１５６戸の被害が発生した。 

当地区は、国道３号などの緊急輸送道路や三萩野公園、メディアドームなどの防

災拠点・大規模予定避難所といった地域防災計画に位置付けられた施設を有する地

区であり、住宅も多く、人口が密集した地区となっているため、豪雨による浸水が

発生した場合、被害の甚大化が想定され、経済的な損失は大きい。 

平成３０年７月の豪雨（70mm/h）と同規模の雨が降った場合、当地区では、家屋、

事業所、公共施設等への直接的な被害に加え、営業停止等の間接的な被害が想定さ

れる。（被害想定額：約８５億円） 

 なお、費用便益分析の結果は、Ｂ/Ｃ=１.７９となり、便益が費用を上回ってい

る。 

 

今後も気候変動の影響により、局地的な豪雨による浸水被害の発生リスクが増大

する中、将来にわたって、市民の生命、財産を守り、暮らしの安全・安心を確保し、

災害に強く、安らぐまちの実現を図るためには、浸水対策が必要である。 

 

 以上のことから、本事業は、北九州市基本計画及び上下水道局雨水対策基本

方針等に基づく取組みで事業実施の意義及び必要性は非常に高い事業であり、公

共事業調整会議の結果を踏まえ、計画どおり事業を実施することとする。 
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